
価格はお問い合わせください
FAX番号 050-3730-3779お問い合わせ、お申し込みはFAX、またはメールでお願いいたします

折り返し、担当者がご案内いたします

【お問い合わせ】
株式会社ベーシック office@basic7.com

■セミナー名■ ■希望⽇時を記載ください■

■受講希望⼈数・部署■

フリガナ フリガナ

貴社名︓ お名前︓

住所︓〒 －

部署名︓ お役職︓

電話番号︓ メールアドレス︓

社内の⼈的・知的資本を活⽤し、最⼤限の成果を発揮する︕
社内全体のノウハウを可視化〜マネジメント者向け研修

〜現場の⼈的・知的資本「暗黙知・ノウハウ」を可視化し、事業を変⾰する︕
実践知教育型 ナレッジ・マネジメント “リーダー”育成講座〜

⽇ 時 オンラインでの開催です。ご希望の日程をお知らせください。折り返しご連絡いたします。

講 師

⽥原 祐⼦(たはら ゆうこ) 株式会社ベーシック 代表取締役（⽇本ナレッジ・マネジメント学会 理事)
学校法⼈先端教育機構 社会情報⼤学院⼤学 実務教育科 教授（2021年4⽉就任予定）

外資系⼈材派遣会社の教育トレーナー、経営コンサルタントの新規事業室⻑を経て、1998年、株式会社ベーシックを設⽴。
東証⼀部上場企業から中⼩企業まで、1500社以上の企業において、ベテランやできる⼈材の暗黙知や社内のナレッジ（知
恵）を⾒える化・形式知化する⼿法を指導。属⼈化しその⼈しかできないと認識されているノウハウを、社内に共有化・蓄積で
きるしくみを構築。チェックリスト・マニュアルに明⽂化し全社員のレベルアップ・実績向上を図る実践的で再現性の⾼い独⾃のナ
レッジ・マネジメントモデルを構築。実践論⽂は、全国能率⼤会で３回表彰され、これまでに、13万⼈の⼈材およびマネー
ジャーを育成。働き⽅改⾰〜⽣産性向上、⼥性活躍推進・ダイバーシティ、SFA（セールスフォースオートメーション）・RPA
（ロボティックプロセスオートメーション）、グループウエア等のシステム導⼊前の基本動作の徹底・定着も指導し⾼評価。経済
産業省の委員、特許庁・環境省・厚⽣労働省等の業務も⼿掛ける。国際公認経営コンサルティング協議会
（ICMCI）認定コンサルタント、エグゼクティブコーチ、国家資格キャリアコンサルタント、介護離職防⽌アドバイザー

プログラム

開催概要
〜「暗黙知の形式知化」による、実践知教育型の⼈材育成、社内ノウハウの共有化・継承まで、迅速に成果が出せる、実践的なナレッジマネジメント
を理解・習得できる講座です。社内の暗黙知を形式知化でき、PDCAによって「実践知の抽出・蓄積」を定着させるナレッジリーダーを育成します。

【本講座の狙い】
〜さまざまな部⾨の暗黙知を形式知化できる、ナレッジ・マネジメントの応⽤モデルを習得
・業務をモジュール化し、フレーム化してナレッジを抽出・形式知化する
・⼀度、形式知化されたナレッジは、ワーク＆PDCAによって、深化・進化し続ける
・ナレッジリーダーのコーチングによって、初⼼者でも、ノウハウを容易に抽出可能
・⼀般的に、難しいと⾔われている、ナレッジマネジメントの、導⼊〜継続〜定着が容易に実現

【本講座の特徴】
・モジュール化・フレーム化がベースになっているため、システム・RPA・AIとも親和性が⾼く、形式知化されたナレッジは⼈材育成に活⽤でき、気づき・考える、課題解決型
思考ができる、⼈材の育成を実現します。
・メンバーシップ型である⽇本の働き⽅の根本的な課題を解決し、欧⽶のジョブ型を超える新しい働き⽅（テレワーク、モバイルワーク、ワーケーション、ジョブ制、ジョブレ
イヤー）を実現します。

【本講座によって得られる成果】 ・全社員のナレッジを社内で抽出・共有・蓄積する基本スキームが構築できる。

社内の⼈的・知的資本を活⽤し、最⼤限の成
果を発揮する︕社内全体のノウハウを可視化
〜マネジメント者向け研修

【午前】 1）社内のナレッジを消滅させないための⽅策 ＊講義

Zoom研修

本セミナーは、無償で利⽤できるWeb会議システム「Zoom」を使ったオンラインセミナーです。

１.⽇本の強みを⽣かす、知的・⼈的資本経営の重要性
２.ナレッジマネジメントとは 何か
３.ナレッジマネジメントと、２つの発展形(事例研究)
４.個⼈や組織から、ナレッジを抽出する具体的⽅法【KW１次元モ
デル】2）実践的ナレッジマネジメント基礎編 ＊実践ワーク

Step0 ⾒える化・Step1 モジュール化・Step2 フレーム化Step3 
KWリスト化・Step4 ワーク＆ PDCA ナレッジコーチング

【午後】 3）実践的ナレッジマネジメント応⽤編 ＊実践ワーク

４) 総合演習
●3K (経験、勘どころ・直感、コツ)を、形式知化する
●判断の基軸を可視化する

※実践ワークは、⼀⼈、１部⾨とさせていただきます
※１社複数名参加の場合は、⼈数分の部⾨数のワークが可

Step5 ナレッジ ミーティング・ Step6 データ蓄積

【参考】 ナレッジ・マネジメントと⼈事考課の連動 ＊講義
・ナレッジを蓄積するための、⼈事考課、CKO(Chief Knowledge Officer) のススメ
・実践的ナレッジマネジメント活⽤編〜オープンイノベーション(KW２・3次元モデル)
・新結合で知識を創造する・拡販モデルとナレッジマネジメント


